
「我が思い出の記録」石村義男氏の半生（原文通り）

はじめに
　　
私の実父は笠戸丸第１回移民の 1人です。本籍は熊本県飽託郡城山村で、島村七蔵の同伴家族 (妻タジュ “実
は姉 ”、元田勘助、佐方傳八 )になって来ております。
　　
父の名は佐方傳八 (実家は小村から養子として佐方家に入る )、当時 15歳でした。
　　
入植したときはズモン (モジアナ線 )と言うファゼンダに配耕されました。当時は、コーヒーの採取が主で
したので、皆でコーヒーちぎりにかかったそうです。朝は 4時に起きてコーヒー園に行き、コーヒーちぎり
にかかったので、手の平が痛く、つらい日があったそうです。父は 2年後にサン・パウロに行き、ポルトゲー
スを働きながら勉強し、さらに 2年後に元のファゼンダに帰って来ました。
　　
その頃はだいぶポルトゲースが話せるようになり、ファゼンダの主人に「馬１頭やるから、このコーヒー園
の支配、通訳、監督をしてくれ」と頼まれたそうです。それで、その仕事を引受け、時にはサントスまで、
移民を迎えに行き、ファゼンダまで連れて来たりしていたそうです。
　　
父は 20歳、母は 17歳で結婚したそうです。母は、熊本県八代郡龍峰村出身で、名は、石村ミヨノと言い、
兄さんと共にブラジルに来ています。
　　
私が生れたのは 1914年のコーヒー採集時でした。此年、熱病が流行し、毎日 1、2人死んでいったそうです。
不幸にして私の父も熱病に侵され、私が生れて３ヶ月目の 1914年７月５日に、22歳の若さで亡くなりま
した。
　　
生後３ヶ月の乳児を抱え、19歳の母は、どんな思いだったのでしょう。その胸中を察すると、今でも胸が痛
みます。その後、兄のもとに帰り、そこで働いていましたが、ある日、知人夫婦が見え、「ヨシノさん、その赤ちゃ
んを私たちにくださいませんか？私どもが立派に育てて、幸せにしてあげますよ。」と言われました。しかし、
母は、「この子はどんなことがあっても、私が育てます。」と言ってきっぱり断ったそうです。
　　
その後母は、同じ耕地の、熊本県人で田崎作平 (八代郡鏡町内田・母の隣村 )と、友人の緒方岩松 (熊本県出
身、1914年渡伯 ) さんのお世話で再婚しました。義父には長女の八千代、母には私義男がおりました。
　　
ファゼンダからパウリスタ線ピンドラマ町より田舎に日本人が土地を求め、コーヒーを植え、多くの家族が
入植し、耕地の中央に日本語学校もありました。私たちの家からは、３キロ離れていたと思いますが、八千
代姉さんは妹のシズ子のお守をしながら、ヒデを負して、私と学校に通いました。
　　
姉が 13歳、私が 10歳になった頃、義父に日本に帰ってから学校にやるからといわれて学校を止めさせ、山
の仕事をさせられました。毎朝、学校の友達が 5、6人連れて学校に行く姿を横目で見ながら、山に向い姉
と２人で、１日中草取りをエンシャーダ (草を削る鍬 )で働きました。父は 2人で 1人前できるといってよ
ろこんでいました。



姉と私は、コーヒーをテレイロ (乾燥場 ) に散らしたり、集めたりしてコーヒーを干すのが毎日の仕事でした。
　　
この頃家では、何時も日本青年を雇っていましたが、その中に新屋敷直男 (しんやしき・すなお )と言う青
年が働いていました。終戦後の「神道連盟」で、負けたの勝ったのとかで争いましたが、彼は勝ち組でした。
　　
1927年に我が家は土地を売り日本に帰ることになりました。義父の友達の緒方岩松さんが来られ、色々の
話をしておられましたが、帰りに私に、一緒に行くように言われました。当時 13歳の私には反対のしよう
もなく、パウリスタ線モツカ駅コリギンニオの緒方さんの家に行きました。義父達は、後を片付けてから来
ました。そこで緒方さんの甥にあたる田中改市 (熊本県出身、1914年渡伯 ) と義姉八千代の結婚式がありま
した。
　　
結婚式の後、義父から「モツカの町に買物に行くから、義男も一緒に来い」と言われ、カローサ (馬車 ) で
出かけましたが、その途中で、義父は、「義男、おまえは大きくなって鼻髭が生えて、金を儲けてから日本に帰っ
てこい」と、言いました。13歳の私にはちょっと訳がわかりませんでしたが、後で、ブラジルにおれ、と言
う意味なんだなーとかんずきました。私は義父に「お父さん」と言ったことがありませんでした。又話をし
た記憶もありません。頑固な義父で、私達はいつも叱られないかとオドオドしていたものです。
　　
緒方さんの家に帰って、夜風呂に入っていると、母が来て「義男、一緒に行きたいならば義父に話してやる
から、、、、どうする、、、、」と訪ねました。私は「連れて行きたくないのなら、私は行かない。」といいました。「そ
う決めたか、母さんはお前とはひと時も離れたくはないけれども、、、、元気で大きくなっておくれ、どんな不
自由な時、苦しい時、悲しい時も我慢して行くのよ、決して負けずに生きるのよ。日本に帰ったら手紙を出
すから、いつも手紙を出しておくれ、それを楽しみにして待っているよ。」と言ってその場を離れて行きまし
た。それが母との最後の別れだったのです。
　　
いよいよ明日は日本へ行く日が来ました。家族と見送りの人達が一緒にモツカの町まで馬車で行きました。
やがて汽車が駅に入ってきました。皆が手を振りながら乗り込むと、汽車は 1、2回お別れの汽笛を鳴らして、
走り去りました。別れてみればやっぱり淋しくなり、緒方さんの家に帰って、カーマ (寝台 )にひっくりかえっ
た時、淋しさがどっと押し寄せてきて、涙が止まりませんでした。しかし、13歳の私は日がたつにつれてそ
の悲しさ、淋しさを忘れて行きました。
　　
緒方さんの家は、大家族で緒方さん夫婦に七男一女、それに長男のお嫁さんの 11人でした。また私達は 15
メートル程離れた隣の家に居りましたが、慣れるにつれて、毎晩四男の義男さんの部屋に行き、網を編むの
を見て、見様見真似で編むことを覚えました。
　　
家の近くにモジグァスと言う大きな河があり、そこへ毎週土曜日になると、義男さんと一緒に小舟で網を張
りに行き、翌朝早く網を上げに行きました。私は何時も舟の舵取りをしていましたが、段々と要領も覚え義
男さんからも誉められるようになりました。網には何時も 10匹～ 20匹くらい魚がかかっていました。
　　
ある日、改市兄 (義兄 ) さんがサパート (靴 ) を買ってくださいました。私は 13歳になるまでサパートを履
いたことがなく、何時も裸足でしたから、指が広がっているので、サパートを履いても、一寸くらいはいい
のですが、長く履いていると痛くてたまりませんでした。しかし毎日我慢して履いているうちに慣れてきま
した。



私は、16歳で青年会に入りました。当時日本人家族は 15家族住んでいましたが、青年会員は 13人でした。
　　
この年、私はマレッタ病 (マラリア )にかかりました。はじめに寒くて寒くて、ガタガタ震え、その後今度
は高熱（39～ 40度）が出て頭が割れるように痛く、水本さんに注射を打ってもらいましたが、その後も寒
気と高熱の繰返しで体がだんだん弱り、食欲もなくなり痩せ細ってしまいました。しかし、注射が効いたのか、
若さのせいでしょいか、何時のまに元気を取り戻すことができました。
　　
その頃、東京植民地に天長節のお祝いがありました。コリギニオ青年会もこれに出ることになりましたので、
毎晩相撲の稽古をしていました。
　　
お祝いの当日、青年会員と一緒に東京植民地に行って相撲をとりました。緒方さんから義男、正美、正義の
三兄弟が出場しましたが、義男さんが一番強かったようです。私の相手は東京植民地の “おじさん ”でしたが、
この人には負けてしまいました。後であの “おじさん ”はこの東京植民地を開いた「馬場直」(ばば・すなお )
さんだと教えられ、私は相撲に負けて良かったと思いました。
　　
東京植民地で大山小母 (熊本県出身、渡伯 1912年 ) さんが私に是非会いたいと尋ねてこられました。「義男
さんですか？やあ元気で立派に大きくなったな！前にモジアナで同じところだったよ。田崎さん・ヨシノさん、
そう、義男さんの赤ちゃんの頃のことはよく知っておりますバイ！」と話してくれました。「母さんのヨシノ
さんはよくあなたをブラジルに置いて帰りましたね、今日はゆっくり話ができませんが、又会ってゆっくり
お話しましょう。これから何時でも遊びにおいで。」と言って帰って行きました。大山さんの長男初さんは、
東京植民地では一番強い力士だそうです。後で判ったのですが、私がマレッタ病にかかった時注射をしてく
ださった水本さんは大山さんの娘婿で同じところに住んでおられたので、私のことをよく知っていたのです。
　　
八千代義姉さんの所に５年間コーヒー、綿作りで働きましたが、嫌になり町に出て店員でもしてみたいと思っ
ていたところ、新聞に「１名至急求む」という広告が出ていましたので、これを頼りに姉の家を飛び出し、
そこに行ってみたらコーヒーの採集でした。しかし、お金もないので仕方なくそこで働いていました。とこ
ろがどうして見つけたかは知りませんが (相当探した事だろうと思います。)15 日目、私を連れに家の人が
来ました。やむを得ず姉の家に帰ることにしました。
　　
ある日 (1932 年 )、父 ( 実父 ) の妹オキミ叔母さんの手紙が来ました。日本で私の住所をあちこち聞いて回
り探したそうです。それで叔母さんがブラジルに来ておられることを初めて知りオキミ叔母さんの所に行っ
て、会ってみたいと思うようになりました。今度は見つけられないように、舟で川を渡り、駅１つ置いて次
の駅まで歩きました。オキミ叔母さんの住まいはパウリスタ延長線のマリリアの郊外バンデイランテス植民
地でした。
　　
マリリアに着いて聞いてみますとアンデス植民地 (バンデイランテス植民地の手前 )の中村さんの車が来て
いると言うことでしたので、尋ねますと清田 (オキミ叔母 )さんの所は家の近くですよと言われましたので、
それでは連れていってくださいとお願いして、車で中村さんの家まで行きましたが、すでに夕暮れで叔母の
家まではまだ山１つ越えなければなりませんでした。中村さんは「今晩は家に泊って明日行きなさい。」と言
われましたので一晩お世話になり、翌日清田の叔母さんを訪ねて行きました。
　　
バンデイランテスに着いてみると大勢の人が集っていました。清田さんの家を尋ねると、直ぐ下だと言うの



で行ってみると「どなたですか？」と言われましたので「私は義男です」と言いますと「ああ、あなたが義
男さんですか、何時も義男さんのことは噂をしていたんですよ、まあ元気で良かった。」と叔母は大喜びでし
た。「さあどうぞ、今日は家の主人の弟の結婚式なんですよ。何と不思議なことだろうか何も知らずにやって
きたのに、末吉叔父さんの結婚式にやってくるとは！」と驚きました。そこで私は「お目出とうございます。」
とお祝いを言いました。「義男さんは今どちらから来たの」と言いますので、「昨日マリリアからアンデスの
中村さんの車で来たのですが、夕暮れだったので中村さんの家にごやっかいになり、今朝訪ねて来たのです。」
と話をすると「今日は忙しいから又後でゆっくりお話しましょう。」とアルモッソ (昼食 ) の用意をしました。
　　
末吉叔父さんの花嫁さんの家族、松本さんはもうムダンサ（引越し）して来ておられました。私もここでし
ばらく働くことにしました。
　　
清田の家は長男の万吉伯父、次男はオキミ叔母さんのご主人で、三男が末吉叔父です。万吉伯父さんはノロ
エステ線プロミッソン町ボンセンソにコーヒー園がありました。（中略）
　　
戦争中の生活 (1943 年頃 ) マリリア市内での店員時代
　　
その頃、マリリア、ゴイアンベ、メスキッタ、ベラクルース、ポンペイア、キンチーナ付近は綿作りが盛大でした。
その後は段々蚕を飼う人が増え、桑を植えたり養蚕小屋を建てたりする家が多くなってきました。戦争中は
アメリカがどんどん繭を買って行ったので、繭の値段がづーとよかったです。飛行機の翼を繭で作っている
と言うので、勝組の人が養蚕小屋を焼いたりして反対した事もありました。また塩、石油が不足して市役所
が一家に対して１キロの塩と、１Lの石油を配給したときがありました。田舎の人達は、朝オニブス (バス )
で町に来て、塩と石油の配給を貰っていく人、また長い列に並んで長い時間かかって買物をして帰る人も居
りました。特に塩や石油があるときは、私が買っておき知り合いの人に分けてあげたことが度々ありました。

（中略）
　　
水上佐吉氏のちずえ子女と結婚、そして義母と話しているとき父のことを聞かれましたので、父のファゼンダ・
ズモンでの生活を話しますと、驚き「まあ！不思議な御縁ですね、義男さんのお母さんはヨシノさんでした
か、ファゼンダでは同じ家だったのよ、一軒家にニ家族住まいでしたから。あなたが赤ちゃんの時、私が長
女を流産して乳が出ていたので私の乳を飲ませた事もあったよ、、、、。」「アッそうそう、リッファ (くじ )を買っ
たら、私に馬があたったこともありましたよ。」「私達がサントスに着いたとき、ファゼンダから迎えに来て
くださったのがあなたのお父さんだったのですよ。」離れ離れになっていたものが、今ここに又出会えたのも
何かのご縁でしょうか、まあ不思議でたまりませんでした。　　　　　　　
以下省略。

1988年迄マリリア在住の石村義男氏後年長女茂子さんの在住地、クチチーバで余生を送ている次第です。
資料提供石村勇雄氏 (石村義男氏子息 2007.5.31)



右側より今井武男　長女茂子　妻チズエ　私 (石村義男 )　長男勇雄　テレザ　ヨシ子


